
５

の評価
□ 進展なし 

日

    

■ 維持　□

概

 拡大 基本構想の策定

施

にあたり、新庁舎建設

策

に係る市民ワークショ

名

ップの開催及び、三島

財

市新庁舎整備検討委員

政

会の開
事業区分 □ 自

運

治事務   □ 法定

営

受託   □ その他

基

今後の方向性 □ 縮小

本

　□ 改善 催を予定し

目

ている。
（改善措置等

標

）□ 休止　□ 終了

共

計画対象 ■ 実施計画

に

査定対象  □ 行政

創

改革対象 
□ 廃止　

る

　　　 

※決算額につ

持

いては、端数処理によ

続

り、他資料の決算額と

的

差異が生じている場合

に

もあります。

発展するまち

要 施策の目

No. 事務事業名 活動

的

内容 コスト（事業費：

中

千円）

庁舎建設基金積

長

立金 令和　２年度 令和

期

　３年度 令和　３年度

的

令和　４年度 令和　２

視

年度 令和　３年度 令和

野

　３年度 令和　４年度

に

活動指標名 単位
実績 計

基

画 実績 計画 決算 当初予

づ

算 決算 当初予算
全体事

く

業概要
①

庁舎建設基金

、

の積立 千円 0 2016

適

60,000
老朽化、

正

狭隘化、分散化してい

で

る現庁舎を建て替える

持

ため、昭和63年度に

続

庁舎建設基金を創設し

可

、積み立て 0 277 2

能

,016 60,277

な

を行ってきている。
②

財

令和　５年度の優先度

政

③2 　□ Ａ　　　 

運

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

営

　　　 □ Ｄ　

令和

を

3年度は、基金運用利

図

子のほか、令和2年度

り

ふるさと納税寄附金の

、

うち寄附者アンケート

市

の結果に基づく積立
■

民

 計画どおり   
令

ニ

和　３年度 金の積み立

ー

てを行った。
□ 遅延

ズ

         
の

に

評価
□ 進展なし  

的

   

■ 維持　□ 

確

拡大 今後においても、

に

基金への積み立てを確

対

実に行っていく。
事業

応

区分 □ 自治事務  

す

 □ 法定受託   

る

□ その他
今後の方向

こ

性 □ 縮小　□ 改善

と

（改善措置等）□ 休

。

止　□ 終了
計画対象

施

□ 実施計画査定対象

策

  □ 行政改革対象

の

 
□ 廃止　　　　 

方向 新庁舎建設の検討

国土交通省が実施するプラットフォーム型のサウンディング型市場調査に参加するとともに、三島市独自のサウンディング型市場調査を実施し、事業手法や跡地等の有
■ 計画どおり   

令和　３年度 効活用について意見や提案を受けることが出来た。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 市民アンケートや市民会議のほか、サウンディング型市場調査により得た意見や提案を踏まえ、基本構想の策定を進める。この中でより一層の市民意見や、専門家の意

今後の方向性 □ 拡大　　　　 見を反映させるため、新庁舎建設に係る市民ワークショップの開催及び、三島市新庁舎整備検討委員会の開催を予定している。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和 3年度　

No. 事

　

務事業名 活動内容 コス

事

ト（事業費：千円）

新

務

庁舎建設事業 令和　２

事

年度 令和　３年度 令和

業

　３年度 令和　４年度

評

令和　２年度 令和　３

価

年度 令和　３年度 令和

表

　４年度
活動指標名 単

（

位
実績 計画 実績 計画 決

個

算 当初予算 決算 当初予

票

算
全体事業概要

①
民間

）

事業者に対するサウ 件

課

1 24 0
現庁舎は、3

名

館に分散配置されてい

財

ることに加え、施 ンデ

政

ィング調査の実施
設の

経

老朽化、利便性の問題

営

など様々な問題を抱え

部

てお 0 0 0 3,474

公

り、新庁舎建設につい

共

て検討・研究する取り

財

組みが求
②められてい

産

る。

令和　５年度の優

保

先度

③1 　□ Ａ　　

全

　 □ Ｂ　　　 □

課

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

作

国土交通省主催のサウ

成

ンディング型市場調査

日

で10社、三島市主催

令

のサウンディング型市

和

場調査で13社から新

　

庁舎
■ 計画どおり 

４

  
令和　３年度 整備

年

事業に係る事業手法や

　

跡地等の有効活用につ

８

いて意見や提案を得る

月

ことが出来た。
□ 遅

　

延         


